 
地域密着型サービス　運営推進会議　記録
	事業所名
	デイサービスセンターすみれ

	所在地
	豊見城市字渡嘉敷１５０番地

	サービス種類
	認知症対応型通所介護

	開催日時
	令和7年11月26日（水）　１４：００～１５：００

	開催場所
	おもととよみの杜　2階ふれあいホール

	出席者



計10名
	利用者のご家族4名　
地域住民の代表2名
地域包括支援センターの職員1名（地域包括支援センター友愛　社会福祉士）
知見を有する者1名（ケアハウスひまわり施設長）
事業所の職員２名（管理者）・（生活相談員）

	議題

	利用実績及び活動報告

	報告事項
	・実績報告
（地域別、年代別、日常生活自立度別、要介護度別、男女比、職員の研修実施状況については資料提供）
・感染対策
・ヒヤリハット、インシデント報告
・職員の研修状況（資料提供）
・腰痛予防の取り組み（スライディングシート）
・豊見城市「認知症等見守りシール交付事業」どこシル伝言板の案内とデイサービス利用者の登録状況、どこシル伝言板を利用することで発見に至った事例の紹介
・地域交流（オレンジカフェ）報告
・デイサービス行事報告

	評価
感想 等
	構成員様より）
・(インシデント報告に対しての質問)食品アレルギーをもつ利用者へのおやつ提供の方法は？
→デイサービス）以前はトレーを分けて対応していたが、間違える原因となったため対策としてアレルギー対応食品と、非アレルギー食品を同じトレーで管理し視覚的にわかりやすくしたのと、配る順番をアレルギー食物から先に提供することで対策している
・自分も同じものが食べたいと言われたことはないか？
→デイサービス）席の配置を工夫し他者が何を食べているかわからないよう配慮することで疎外感を感じることがない
ご家族様より）
・ヒヤリハットを介護の現場でも活用されていることを知ってうれしく思う。
・信頼性、透明性を感じた
・同じ介護の悩みを共有、相談でき、心が軽くなった

	要望
意見
助言 等
	構成員様より）
・事業所として万が一アレルギー症状が出た場合の対処法としてエピペンを準備した方が良い
・アレルギーに対応する市販薬を飲んでいる場合はどんな薬を飲んでいるか把握していた方がいい
ご家族様より）
・スライディングシートを含む家庭でも導入しやすい福祉用具の情報をご家族へ案内してほしい

	その他
	構成員様より）
・豊見城市の認知症等見守りシール交付事業どこシル伝言板および認知症高齢者等見守りSOSネットワーク事業の登録者数の共有
どこシル伝言板登録者　17名　発見に至った件数1名
SOSネットワーク事業　59名　活用した件数不明
まだまだSOSネットワークやどこシル伝言板が周知されていない実態が浮き彫りとなった
・居場所確認の方法としてGPSの活用や、万が一所在が分からなくなった時のためにホットスポットの把握の必要性、認知症の当事者、ご家族が安心して過ごせる為に地域の人の認知症への理解も必要。SOSネットワークやどこシル伝言板など認知症対策の普及、啓発活動が進むことを願う意見が多数あった。



